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＜研究の背景＞ 

わが国では、肝臓がんの主要な原因は C型肝炎ウイルス感染であり、肝臓がんの約 80％

は C 型慢性肝疾患患者から生じています。また、C型肝炎ウイルスの感染者は、わが国全体

で約 200 万人にのぼると推定されています。 

臨床現場では、肝機能の指標として血清中のアラニン・アミノトランスフェラーゼ(ALT)

値を用いていますが、ALT 値が高い患者では肝臓がんを発症するリスクが高いと言われてい

ます。そのため、C型肝炎ウイルス感染者では、肝臓がんの発症を予防するためにも、ALT

値をコントロールすることが重要です。 

これまで、検診受診者を対象とした調査で、コーヒー摂取の ALT 値低下に対する効果が

示唆されてきましたが、C型慢性肝疾患患者においても同様の効果があるかどうかはわかっ

ていませんでした。 

 

 

C型慢性肝疾患患者で毎日のコーヒー摂取が肝機能改善に効果 

大阪市立大学大学院看護学研究科の佐々木 八千代准教授、同医学研究科の大藤 

さとこ講師らのグループは、C型慢性肝疾患患者の肝機能改善に対するコーヒー摂

取の効果を確認しました。これまで、検診受診者を対象とした調査でコーヒー摂取

の ALT低下に対する効果が示唆されてきましたが、C 型慢性肝疾患患者に限定して

もコーヒー摂取の ALT安定化に対する効果があることが、本研究で明らかになりま

した。これは、C 型慢性肝疾患患者で ALT が高値の患者においても、コーヒー摂取

により ALT 値が減少する効果を示した初めての研究です。 

本研究の成果は 12月 11日午後 5時(米国東部時間)発行の米オンライン科学誌

PLOS ONEに掲載されます。 
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＜研究の内容＞ 

本研究では、C型慢性肝疾患患者を対象に、調査開始時のコーヒー摂取状況が、その後 1

年間の ALT値にどのような影響を及ぼすかを検討しました。 

調査開始時に ALT 値が正常値(≤45 IU/L) ※であった者のうち、「1 日 1杯以上、ドリップ

コーヒーを摂取」していた者では、全く摂取していなかった者と比べて、「1年後の ALT

値も正常を維持」している者が多く（89% vs. 76％）、他要因で調整後のオッズ比は 2.74

でした。一方、調査開始時の ALT値が高値を示した者でも、「1日 1 杯以上、ドリップコー

ヒーを摂取」している者では、「1年後の ALT値が 20IU/L 以上減少」している者が多くな

っていました(37％ vs. 22%, 調整オッズ比=3.79)。   

しかし、デカフェコーヒーを摂取していた者は、摂取していなかった者と比べると、「1

年後の ALT値も正常を維持」している者が少なく (60％ vs. 82%, 調整オッズ比＝0.26)、

また調査開始時の ALT 値が高値の者で「1 年後の ALT 値が 20IU/L 以上減少」した者はいま

せんでした。 

以上より、C 型慢性肝疾患患者において、1日 1杯以上のドリップコーヒー摂取は、その

後１年間の ALT 値の安定化に有益な効果があることが示唆されました。 

（※ALTの正常値は、研究実施当時の基準値を用いています。） 

 

n/N (%)
ドリップコーヒー

飲まない 100/131 (76) 1
1日1杯未満 38/44 (86) 1.86 (0.65-5.27) 0.245
1日1杯以上 48/54 (89) 2.74 (1.00-7.54) 0.050

デカフェコーヒー
飲まない 180/219 (82) 1.00
飲む 6/10 (60) 0.26 (0.06-1.15) 0.076

n/N (%)
ドリップコーヒー

飲まない 20/89 (22) 1
1日1杯未満 8/28 (29) 2.07 (0.61-7.03) 0.245
1日1杯以上 11/30 (37) 3.79 (1.07-13.47) 0.040

デカフェコーヒー
飲まない 39/145 (27)
飲む 0/2 (0) - - -

(trend p=0.034)

性，年齢，BMI，喫煙，飲酒，糖尿病, 血小板，アンフィルタードコーヒー摂取，
緑茶摂取，紅茶/ウーロン茶摂取の影響を調整

(trend p=0.037)

性，年齢，BMI，喫煙，飲酒，糖尿病, 血小板，アンフィルタードコーヒー摂取，
デカフェコーヒー摂取，緑茶摂取，紅茶/ウーロン茶摂取の影響を調整

調査開始時の
摂取頻度

1年後
ALT20IU/L以上減少

オッズ比 95％信頼区間 Ｐ値

表2. 調査開始時ALTが高値の者におけるコーヒー摂取頻度とALT値の関連（147人）

調査開始時の
摂取頻度

1年後
正常ALTの維持

オッズ比 95％信頼区間 Ｐ値

表1. 調査開始時ALTが正常の者におけるコーヒー摂取頻度とALT値の関連（229人）

 

 

 



＜期待される効果＞ 

① 現在、C 型慢性肝疾患の主な治療として、C 型肝炎ウイルスの排除を目的としたインタ

ーフェロン治療が行われていますが、副作用などの問題によりインターフェロン治療が

行えない者もあります。そのような患者さんに対して、ALT 値の安定化に有用な生活

習慣の方法として、推奨することができます。 

② その結果、肝硬変への移行を減らす、あるいは肝臓がんの発生を予防する効果も期待で

き、患者さんの QOL（生活の質）を改善し、医療費の削減にも効果があると考えられ

ます。 

 

＜今後の展開について＞  

・ALT 値の安定化に対するコーヒー摂取の効果について、より長期的な調査を行う。 

・インターフェロン治療中の患者さんにおいて、ウイルス排除効果に対するコーヒー摂取

の影響を検討します。 

・コーヒー摂取の長期効果（肝硬変への移行を予防する、肝臓がんの発生を予防する）を

検討します。 

 

＜用語解説＞ 

C型慢性肝疾患：C型肝炎ウイルスの持続感染による慢性肝疾患です。 

アラニン・アミノトランスフェラーゼ(ALT)：細胞内でつくられる酵素で、主に肝細胞

に存在しています。肝細胞が破壊されると ALTが上昇します。 

ドリップコーヒー：コーヒーフィルターを通して作ったコーヒーのことです。 

アンフィルタードコーヒー：コーヒーフィルターを通していないカフェインの入ってい

るコーヒーのことです。 

デカフェコーヒー：カフェインの入っていないコーヒーのことです。 

オッズ比：ある要因への曝露がある場合の結果指標のオッズが、曝露がない場合の結果

指標のオッズに比べて、何倍高いかを示しています（なお、オッズとは、ある結果指標

が起きる確率と起きない確率の比のことです）。この研究でのオッズ比は、コーヒーを

飲む者は飲まない者に比べて、1年後の「正常 ALTの維持」や「ALT20IU/L 以上減少」

が何倍起きやすいかを示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

※本件について、11日の 13時以降上記の電話及び 

メールにて問い合わせを受け付けます。 

 

【本件に関するお問合せ先】 

大阪市立大学大学院看護学研究科 准教授 佐々木八千代 

大阪市立大学大学院医学研究科 講師 大藤さとこ 

TEL ：06-6645-3756  

E-mail ：y-sasaki@nurs.osaka-cu.ac.jp 

         satop@med.osaka-cu.ac.jp 
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